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建築用シーリング材　1成分形変成シリコーン系

※施工にあたっては材料を適正に使用しなければ性能を発揮できません。
　施工手順等を遵守して取り扱ってください。

■ 目地の納まりの検討（形状・寸法、2次排水処理、施工条件など）を充分に行ってください。

施工前の打合せ1

■ 材料、プライマーの選定、副資材の選定、施工要領書の作成をしてください。

施工前の準備2

■ 施工箇所の確認、目地の形状、寸法や段差の確認を行ってください。
■ 被着体の欠陥(ジャンカ、欠け、ひび割れなど)の有無の確認と必要に応じて補修をしてください。

施工前の検査3

■ 被着体が充分乾燥しているか否かを確認してください。
■ 油分、汚れ、ゴミなどによる接着の不良を防ぐため、
　 乾拭きした後溶剤に浸したきれいな布で拭くなど被着面を入念に清掃してください。
■ 清掃溶剤は被着体の油分、汚れ等、接着阻害要因を充分に除去できるものを選定し
　 使用してください(メチルシクロヘキサン等)。
　 尚、塗面を溶解する場合はノルマルヘキサンを使用してください。

下地の清掃と乾燥4

■ 目地寸法に適したバックアップ材を装てんしてください。
■ 目地の深さに余裕のない場合は、底部にボンドブレーカーを貼って
　 二面接着を確保してください。(ワーキング ジョイントの場合)

バックアップ材の装てん5

■ 被着面にテープが食い込まないようご注意ください。
■ 粘着剤が残存しないもの、かつプライマーの溶剤で接着に悪影響を及ぼさない
　マスキングテープを使用してください。

マスキングテープ貼り6

■ 刷毛などで塗りムラのないように均一に塗布してください。
■ プライマーの飛散、はみ出しのないように注意して塗布してください。
■ 所定の乾燥時間を確保し塗布後有効時間内にシーリング材を充てんしてください。

プライマー塗布7

■ 目地幅に合ったノズルで被着体に充分な圧力がかかり、かつ、目地底部まで
　 充てんできるようにノズルの角度と充てん速度を考慮してください。

シーリング材の充てん8

■ シーリング材を充てん後は速やかにヘラで仕上げてください。
■ ヘラ仕上げは、押さえを充分に行い平滑に仕上げてください。

ヘラ仕上げ9

■ マスキングテープの粘着剤が被着体に移行することがありますので、
　充てん後は速やかにマスキングテープを除去してください。

マスキングテープ除去10

目地周りの清掃11

シーリング材の養生12

総合検査13

取り扱い上の注意事項 本書は、適切な条件のもと、適切な保管・処理・使用を前提とした場合の製品性能、一般的な施工方法・施工手順等を記載したものにすぎません。
個別・具体的な工事における、当該工事条件下での製品の選択、保管・処理・使用、施工方法・手順等は、専門家である使用者たる施工業者様の責任であります。

取扱い作業

用途以外の使用禁止

取扱中は保護手袋・前掛けを着用してください。1
密室での作業に於いては、換気を充分に行ってください。2
作業の状況に応じ、保護メガネ、保護マスク等を着用してください。3
取扱後は手洗いおよびうがいを充分に行ってください。4
直接皮膚に触れないようにしてください。5
眼に入らないようにしてください。6
蒸気を吸い込まないでください。7
飲み込まないでください。8
ハマタイト使用中は禁煙を厳守してください。9
硬化するまで触れないで養生してください。10
廃棄処理は、産業廃棄物処理業者に委託してください。11

応急処置
皮膚に付いた場合はすぐに付着物をウエス等で拭き取り、
大量の水と石けんでよく洗ってください。

1

かゆみや炎症が発症した場合は速やかに医師の診断を
受けてください。

2

眼に入った場合は清潔な水で充分に洗浄し、
直ちに眼科医の診断を受けてください。

3

取扱場所
火気のあるところでは絶対に使用しないでください。1

取扱場所には局所排気装置を設けてください。2

子供の手の届くところに置かないでください。3

保管
密閉し、直射日光・火気・湿気・水を避け、屋内に保管してください。1

有効期限内に使用してください。2

開封後は速やかに使い切ってください。3

蒸気を吸って気分が悪くなった場合は、
直ちに空気の新鮮な場所に移動してください。

4

頭痛等の異常がある場合は速やかに医師の診断を受けてください。5
飲み込んだ場合は多量の水または牛乳を飲ませて吐き出させ、
直ちに医師の診断を受けてください。

6

本品は建築用途に開発された製品です。本用途以外には絶対に使用しないでください。
※当カタログに記載されたハマタイト製品には、有害性・引火性のある製品があります。詳細な内容は、安全データシート(SDS)を参照してください。

ハマタイト施工手順 ハマタイトの性能を充分に発揮するためには、配慮の行きとどいた施工が必要です。

本書に記載されている、当社製品の施工及び使用に関する情報およびアドバイス（あわせて以下「本件情報」といいます。）は、Sikaが現時点での知識及び経験に従い誠意をもって提供す

るものであり、当社製品が適切に保管され、適切に取扱われ、また、Sikaの推奨に従って通常の状況下で適切に施工されることを前提としております。本件情報は、本書に明記された

施工条件による施工と明記された製品にのみ適用されます。例えば被着材の変更など、施工条件が変更される場合、または、異なる用途で使用される場合は、Sika製品を使用する前

に、Sika技術サービス部門にお問い合わせ下さい。本件情報は、使用者が意図する製品の用途や目的について検証することを免除するものではありません。すべての注文は、Sikaの

現時点での販売条件と納品条件に従うことを条件として、受注いたします。使用者は、使用される製品に関する最新のカタログを常に参照して下さい。それらはご要望に応じて営業担

当及び弊社ホームページ上から提供いたします。
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